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※表内の網掛け（■■）の農薬を購入する場合や、毒劇物農薬を購入する場合
は必ず印鑑を持参してください。印鑑のない方には販売することができません。

「つたえるねっと」
で農作業情報を
随時配信中！

かつらぎ資材センター

……TEL.0736-22-7822

橋本資材センター

……TEL.0736-33-2300

10月の農作業

め
に
も
収
穫
残
渣
等
は
次
に
記
載
す
る
処
理
方
法
を
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

《
処
理
方
法
》

○
埋
没
処
理

　
処
理
し
て
も
掘
り
起
こ
し
て
被
害
を
受
け
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、埋
没
に
よ
り
腐
敗
を
早
め
る・臭
い
を
出

し
に
く
く
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

○
隔
離
処
理

　
イ
ノ
シ
シ
等
鳥
獣
の
侵
入
で
き
な
い
場
所
を
決
め
て

処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
餌
場
を
作
ら
な
い
。

●
病
害
虫
防
除

モ
モ
の
せ
ん
こ
う
細
菌
病
、ス
モ
モ
の
黒
斑
病
に
つ
い

て
は
落
葉
直
前
の
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。(

モ
モ
の

防
除
は
9
月
紀
の
わ
参
照)

な
お
、せ
ん
こ
う
細
菌
病
は

風
当
り
の
強
い
園
や
地
域
で
は
発
生
し
や
す
い
傾
向
に

あ
る
の
で
、防
風
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
い
る
園
で
ネ
ッ
ト

に
傷
み
が
あ
る
場
合
は
必
ず
修
繕
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

落
葉
果
樹

    

　
礼
肥
は
早
め
に
施
用
し
ま
し
ょ
う
　

10
月
に
入
る
と
刀
根
早
生
の
収
穫
は
ピ
ー
ク
を

迎
え
、中
旬
か
ら
は
平
核
無・早
生
富
有
の
収
穫
も

始
ま
り
ま
す
。出
荷
基
準
を
厳
守
し
、適
期
採
果
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、今
月
は
カ
キ
の
礼
肥
施
用
、ウ
メ・モ
モ・

ス
モ
モ
の
元
肥
施
用
時
期
と
な
っ
て
き
ま
す
。カ
キ

の
収
穫
期
と
重
な
り
忙
し
い
時
期
で
す
が
、来
年
の

生
育
に
大
き
く
影
響
す
る
作
業
の
為
適
期
に
施
用

し
ま
し
ょ
う
。

●
柿
収
穫
時
の
注
意
点

●
出
荷
基
準
を
厳
守
し
、適
期
採
果
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。軸
が
長
い
と
、収
穫
か
ご
の
中
で
他
の
果
実
に
キ

ズ
を
つ
け
て
し
ま
う
の
で
、で
き
る
だ
け
短
く
切
り
、

コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
前
に
は
再
度
軸
が
短
く
切
ら
れ

て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
果
実
同
士
や
コ
ン
テ
ナ
へ
の
打
ち
痛
み
が
無
い
よ
う

に
、収
穫
か
ご
に
は
ウ
レ
タ
ン（
ま
も
っ
て
マ
ッ
ト
）を

敷
き
、丁
寧
に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

●
雨
天
時
や
露
が
あ
る
場
合
は
、へ
た
部
や
果
面
に
つ
い

た
水
滴
を
果
紛
が
取
れ
な
い
よ
う
注
意
し
タ
オ
ル
等

で
軽
く
押
し
あ
て
て
取
り
ま
す
。コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
た

後
は
、乾
燥
機
や
扇
風
機
な
ど
で
乾
か
し
て
か
ら
出

荷
し
て
く
だ
さ
い
。

●
果
実
黒
変
果
対
策

例
年
、こ
の
時
期
か
ら
秋
雨
の
影
響
で
黒
変
果
の
発

生
が
増
加
し
ま
す
。

園
地
が
密
植
で
風
通
し
が
悪
い
園
地
、湿
度
が
高
い

園
地
、日
照
時
間
が
短
い
園
地
で
は
黒
変
果
の
発
生
が

多
く
な
り
ま
す
の
で
、摘
葉
、マ
ル
チ
の
敷
設
、不
要
な
徒

長
枝
の
せ
ん
除
、雑
草
管
理
等
の
対
策
を
実
施
し
黒
変

果
軽
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
富
有
柿
の
着
色
向
上
対
策

富
有
柿
の
着
色
向
上
を
目
的
に
、10
月
上
中
旬
を
目

安
に
、摘
葉
や
マ
ル
チ
の
敷
設
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

日
差
し
が
強
い
場
合
は
日
焼
け
果
の
発
生
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

●
鳥
獣
害
対
策

収
穫
残
渣
を
園

地
や
そ
の
周
辺
に

放
置
す
る
と
、イ
ノ

シ
シ
等
鳥
獣
の
餌
付

け
・
引
き
寄
せ
に
な

り
ま
す
。一度
味
を
覚

え
る
と
、繰
り
返
し

園
地
へ
来
て
収
穫
前

の
農
産
物
に
被
害
を

及
ぼ
す
傾
向
が
強
い

の
で
、こ
の
よ
う
な

状
況
を
作
ら
な
い
た

品目 防除
時期 適用病害虫 防除法 使用時期

（収穫前）
使用
回数

す
も
も

（
10
月
上
中
旬
）

落
葉
直
前

黒斑病
ＩＣボルドー412 30倍

規制なし 規制なし
アビオン‐E（展着剤） 1,000倍

よくもみほぐし、小容器でかきまぜてタンクに投入してください。

も
も

（
10
月
中
下
旬
）

落
葉
中
期

せん孔
細菌病

ＩＣボルドー412 30倍
規制なし 規制なし

アビオン‐E（展着剤） 1,000倍

よくもみほぐし、小容器でかきまぜてタンクに投入してください。

せんこう細菌病被害

せんこう細菌病被害果

黒斑病

イノシシの収穫残渣食害
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●
施
肥

収
穫
後
は
長
期
間
の
果
実
生
産
に
よ
り
樹
が
弱
っ
た

状
態
で
す
。樹
勢
回
復
と
来
年
度
の
貯
蔵
養
分
を
蓄
え

る
た
め
、必
ず
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。気
温
が
低
い
場
合

や
落
葉
後
は
養
分
吸
収
が
悪
く
な
り
ま
す
の
で
、施
用

が
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。施
用
後
に
降
雨
が
無

い
場
合
は
か
ん
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

尚
、柿
の
省
力
タ
イ
プ
肥
料『
か
き
い
ち
』は
刀
根
早

生
以
外
へ
の
施
肥
は
推
奨
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

柑
　
　
橘

　
管
理
作
業
の
総
仕
上
げ
に
努
め
ま
し
ょ
う
　

●
樹
上
選
別

10
月
上
旬
か
ら
早
生・普
通
み
か
ん
で
は
樹
上
選
別

作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。収
穫
直
前
ま
で
園
地
を
で
き
る

だ
け
巡
回
し
、小
玉
果
、傷
果
、奇
形
果
、日
焼
け
果
、病

害
虫
被
害
果
な
ど
、商
品
性
の
低
い
果
実
を
中
心
に
摘

果
し
て
く
だ
さ
い
。

樹
上
選
別
を
行
う
事
で
、果
実
品
質（
食
味
）の
向
上

や
収
穫・家
庭
選
果
の
労
力
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
極
早
生
み
か
ん
の
収
穫
作
業

10
月
は
極
早
生
み
か
ん
の
収
穫
期
に
な
り
ま
す
。

食
味（
糖
度・酸
度
）を
十
分
に
確
認
し
て
収
穫
を
行

い
ま
し
ょ
う
。収
穫
時
の
生
傷
は
腐
敗
の
原
因
に
な
る
た

め
、果
実
の
も
ぎ
採
り
を
し
た
り
、ハ
サ
ミ
傷
を
つ
け
た

り
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。尚
、ハ
サ
ミ
で

収
穫
す
る
際
も
軸
が
長
く
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。収
穫
し
た
果
実
を
コ
ン
テ
ナ
に
移
す
際
も
果

実
が
潰
れ
な
い
よ
う
手
で
受
け
る
な
ど
、丁
寧
に
入
れ
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、雨
で
濡
れ
た
果
実
を
収
穫
す
る
と
、後
に
コ
ン

テ
ナ
内
で
腐
敗
す
る
原
因
と
な
る
た
め
、必
ず
乾
い
た

状
態
で
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

●
み
か
ん
収
穫
前
防
除

◎
貯
蔵
病
害（
青
か
び
病
、緑
か
び
病
、軸
腐
病
）

貯
蔵
病
害
は
、果
実
1
個
で
も
発
病
す
る
と
被
害
が

急
速
に
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。左
記
の
表
を
参
照
し
収

穫
前
防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

●
特
殊
防
除

◎
カ
メ
ム
シ
類

本
年
は
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
が
少
な
い
で
す
が
、園
地

で
カ
メ
ム
シ
が
確
認
さ
れ
る
場
合
は
、※
表
1
を
参
照
し

て
防
除
薬
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

高
温
で
降
雨
が
少
な
い
日
が
続
く
と
、ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

等
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。10
月
～
11
月
頃
に
発

生
す
る
ハ
ダ
ニ
類
は
、果
実
を
食
害
し
着
色
を
悪
く
し
ま

す
。収
穫
後
に
コ
ン
テ
ナ
内
部
で
も
増
加
す
る
た
め
、※

表
1
を
参
照
し
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

●
柑
橘
の
秋
肥

秋
肥
は
、果
実
を
作
る
た
め
に
消
費
し
た
養
分
の
補

給
を
行
い
、樹
勢
回
復
や
耐
寒
性
の
向
上
、来
年
の
春
枝

や
花
芽
の
発
生
を
促
し
ま
す
。地
温
が
低
下
す
る
と
根

の
活
動
が
弱
ま
り
、十
分
な
効
果
を
得
ら
れ
な
い
た
め
、

左
記
の
表
を
参
照
し
て
施
肥
時
期
が
遅
れ
な
い
よ
う
施

用
し
て
く
だ
さ
い
。

品目 品種 時期 肥料名 施肥量（10ａあたり）

かき

通常
タイプ

刀根早生
平核無 10月中旬

柿粒状配合
160㎏

富有 10月中下旬
または3月上旬 200㎏

省力
タイプ

刀根早生
のみ 10月中旬 かきいち

（15㎏袋） 105㎏

もも
早　生

10月中旬 味一粒状配合
140㎏

中晩生 160㎏

うめ 10月中旬 果樹粒状配合 100㎏ または
果樹有機化成 80㎏

すもも 10月中旬 果樹粒状配合 80㎏ または
果樹有機化成 60㎏

施肥例（10aあたり）
品目 施肥時期 肥料名 施肥量

みかん

10月下旬

果樹粒状配合 又は
ヨーロッパ化成S604

150㎏
80㎏

八朔
（通常タイプ） 果樹粒状配合 120㎏

ネーブル

不知火・はるみ 果樹粒状配合 80㎏

※八朔で9月に省力タイプの有機ユートップ668を施用している場合は、
　10月の果樹粒状配合は施用しないでください。

※表1
防除
時期

適用
病害虫 防除法 使用時期

（収穫前）
使用
回数

発
生
時

カメムシ類
スタークル顆粒水溶剤 2,000倍 前日迄 3回以内

ダントツ水溶剤 2,000倍 前日迄 3回以内

発
生
時

ミカン
ハダニ

ダニサラバフロアブル 2,000倍 前日迄 2回以内

メビウスフロアブル 2,000倍

みかん
7日前迄
かんきつ
14日前迄

2回以内

みかん収穫前防除
防除
時期

適用
病害虫 防除法 使用時期

（収穫前）
使用
回数

収
穫
前

貯蔵病害 ベンレート水和剤 4,000倍 前日迄

みかん
4回以内
かんきつ
2回以内
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NEWS&TOPICS
紀北地域の最新ニュース！

女性大学でヨガ体験教室

草刈機点検会＆
ミニ展示会

ボッチャ県大会予選

24
THU

7

23
WED

7

営農指導課では、ドローン（小型無人飛行機）受託防除事業
を2020年に立ち上げ、農家の労力軽減に取り組んでいます。
今年は管内水稲農家から申込みのあった44件、約30haの農
薬散布を行いました。営農販売部の職員が農薬散布用UAV
オペレーター認定証を取得し、現在7人体制でドローンでの
防除に取り組んでいます。
ドローンは完全自動運航による農薬散布のため、水田の
隅々まで防除でき、1haの散布が13分の飛行で可能です。

女性会フレッシュミズリーダーでヨガインストラクターの
岡前恵さんを講師に迎え、「シュリカリヨガ」を体験しました。１
時間半ゆっくりと、リラックスしながらポーズを練習し、最後は
大の字になり瞑想して終了しました。
先生は「時には力を抜き、頭を空っぽにして体をリフレッ

シュしましょう」と話しました。女性が元気に清々しく暮らせる
ために、今後の女性会活動にも広げていきます。

草刈機点検会・ミニ展示会を橋本農機センターで29日に、
かつらぎ農機センターで30日にそれぞれ開きました。草刈機
は繊細な機械であるため定期的な点検が必要です。
来場者が持ち込んだ草刈機を担当者が丁寧に点検し、両

日で約75件の点検を受け付けました。
展示会では、農機の展示や農業資材の販売、農薬メーカー
の相談会を行い、多くの来場者で賑わいました。

女性会紀北地域本部でボッチャ大会を開き、約80人の会
員が3人1組となって対戦しました。橋本市サカイキャニング
産業文化会館「アザレア」にて白熱した試合が繰り広げられ、
競技を楽しみながら親睦を深めました。上位4組は、11月に
開催されるボッチャ県選手権大会に出場する予定です。

ドローンで
水稲農薬散布16

WED

7
5

FRI

9

29
TUE

7
30

WED

7
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JAならけん青壮年部と交流

投資信託セミナー

1
FRI

8

9
SAT

8

青年部は、JAならけん青壮年部五條・吉野支部と交流会を
開き、36人が参加しました。五條市西吉野町の柿圃場で、造
成園と既成園での栽培・収穫方法について学び、西吉野柿選
果場や果樹・薬草研究センター、まほろばキッチン橿原店を
見学しました。
JAならけん青壮年部とは共通の果樹農家が多く、情報共
有や農業の課題解決に取り組む
ことを目的に、約10年前から交流
を行っています。昨年から紀州地
域本部が加わり、大規模な交流を
図っています。

投資信託セミナーを開き、地域住民10人が参加しました。
農林中金全共連アセットマネジメント株式会社の柏木輝久
氏を講師としてお招きし、資産形成・資産運用の必要性につ
いてNISA制度など
具体例を交えながら
分かりやすく説明し
ました。参加者からは
「NISA制度について
理解できた」と好評で
した。

女性会で金山寺味噌󠄀づくり
女性会紀北地域本部では､夏野菜が多く収穫される7～8月に、金山寺味噌󠄀作りが毎年盛んに
行われています。3日間かけて作った米麹と麦・豆麹、白瓜・ナスなどの夏野菜、またショウガやシ
ソなどの香味野菜を加えて混ぜて、1ヶ月寝かせて完成です。
会員の皆さんが手間暇かけて、真心込めて作る「金山寺味噌」は、地域の誇るべき伝統的な食
文化として、これからも女性会の活動を通じて次世代に伝えていきます。
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やっちょん広場スタッフ大募集！やっちょん広場スタッフ大募集！

かきたん出演情報かきたん出演情報

元気なあなたの笑顔とやる気を待っています!
ファーマーズマーケット

○ご当地キャラまつりin須崎
9/13（土）・14（日）9:00～15:00
　桐間多目的公園（高知県須崎市南1）

○全国各地ショッピングモールで柿PR
9/23（火・祝）時間未定
　イオンモール幕張新都心（千葉県千葉市美浜区豊砂1-1）
10/4（土）時間未定
　イオンモール堺北花田店（大阪府堺市北区東浅香山町4丁目1-12）
10/11（土）・12（日）
　北海道ショッピングモール　詳細未定

○ご当地キャラ博2025
10/18（土）・19（日）9：00～15：00
　夢京橋キャッスルロード一帯（滋賀県彦根市本町1丁目7-1）

○ハロウィンフェスタinいが2025
10/25（土）10：00～16：00
　伊賀市文化会館（三重県伊賀市西明寺3240-2）

○第19回まっせ・はしもと～柿まつり2025～
11/15（土）・16（日）10：00～16：00 ※16（日）は15：00まで

　サカイキャニングスポーツパーク内特設会場
　（橋本市運動公園：橋本市北馬場454）

ＪＡわかやま女性会紀北地域本部

令和7年度女性フェスタを8月1日、サカイキャニング産業文化会館「アザレア」で開催し
133人の女性会会員が参加しました。落語やクイズコーナー、抽選会などで盛り上がり、
交通安全について学びながら、楽しいひとときを過ごしました。

落語家 五
ご

明
め い

樓
ろ う

 玉
た ま

の輔
す け

さんによる

交通安全落語座ってできる健康体操♪

クイズコーナー

棒キャッチで反射神経をチェック！

ハズレなしの抽選会

おめでとうございます！

交通安全動画を視聴

重さにびっくり！

豪華景品が
当たりました！

詳細・ご応募は、
やっちょん広場（橋本市岸上522-1）まで ☎0736-33-2500

私たちと一緒に
働きませんか？

最新情報はJAわかやま
Instagramをチェックしてね♪
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　大正琴（第 1・3木曜日）
　カラオケ（各組　月 1回実施）
　手芸（第 1・3月曜日、第 4金曜日）
　アレンジメントフラワー（第 2月曜日）

「緑のカーテン」運動に
取り組みました！  

「緑のカーテン」運動に
    取り組みました！ 日射熱エネルギーを

約80％カット
できるんだ！

ゴーヤやアサガオなどツル性の植物を育てて作る「緑のカーテン」運動に
各支店で取り組みました。
直射日光を遮り室温の上昇を抑えるほか、エアコンの使用を控えることで、

エネルギー消費量削減・CO²抑制の効果があります。環境に優しいだけで
なく、家庭菜園の楽しみや、視覚的・心理的な癒し効果があり生活の質を
向上させる多くのメリットがあります。

●紀北地域本部　●〒649-7203　和歌山県橋本市高野口町名古曽922-2　●電話│0736・42・3000　●FAX│0736・44・2224

法律相談会

10月17日（金）
場所：紀北地域本部３階
時間：午後1時30分～5時まで
JAでは弁護士による無料法律相談を組合員及び
ご家族の方を対象に毎月開催しています。相談時
間は30分以内で、秘密は厳守いたしますので、安
心してお申し込みください。なお、定員となり次
第締め切らせていただきます。

□お問合せ先／紀北地域本部総務生活課
　☎0736-42-5172
□組合への加入は最寄りの支店へご相談ください。

ローン相談会

10月5日（日）・12日（日）

10月19日（日）・26日（日）

□場所／橋本支店　１階
□時間／午前9時～午後4時まで
地域の方の住宅ローンなど各種ローンのご相談や
お申込み受付を行っています。完全予約制となって
いますので、ローンセンターまでお気軽にお問合せ
ください。

□お問合せ先／ローンセンター
   ☎0736-33-2922

モニター活動に参加して、准組合員みなさまの視点でJAの取り組み
や事業活動について、ご意見・ご要望をお聞かせください。

◇募集定員　20名 ※応募多数の場合は抽選となります。

◇応募資格　JAわかやま紀北地域本部管内（橋本市・伊都郡）にお住いの
「准組合員」の方で、ミーティング・施設見学会等に参加が可能な方

※ご自身の組合員資格が分からない方は支店窓口までお問い合わせください。
※新たに准組合員になられる方も対象になります。

◇募集期間　令和7年9月10日（水）から10月10日（金）まで

◇活動期間　令和7年11月から令和9年3月まで

◇活動内容　JAの各施設をご利用・ご見学いただき、JAの事業、地域農業につい
て、アンケートへの回答やミーティング（意見交換会）をとおして、ご
意見をお伺いします。

※活動内容の詳細は、第1回ミーティングでお知らせします。
※モニターとなり、アンケートの回答、ミーティングへの参加等、ご協力いただいた
方に、ファーマーズマーケットお買物券やJAの特産品、加工品等を進呈させていた
だきます。

◇応募方法　① 支店窓口で応募
支店に備え置きの申込用紙に記入のうえ、ご応募ください。

② スマートフォンで応募
右記のQRコードをスマートフォンで
読み込んで必要事項を記入し送信してください。

◇お問い合わせ
准組合員モニター募集に関するお問い合わせは下記までお願いします。

JAわかやま 紀北地域本部 総務部
☎0736-42-5172  mail:400@ja-wakayama.or.jp

准組合員モニター募集のお知らせ
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